
学び
ナビ

「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」「
書
く
こ
と
」
の
「
学
び
ナ
ビ
」
を
一
覧
に
ま
と
め
ま
し
た
。

「
学
び
ナ
ビ
」
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
本
冊
Ｐ
14
・
15
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

資料②

内容解説資料本資料は、一般社団法人教科書協会「教科書発行者行動規範」に則っています。

　
「
学
び
ナ
ビ
」
テ
ー
マ
名

　
　
教
材
名

（
「
学
び
ナ
ビ
」
で
扱
う
図
の
タ
イ
ト
ル
）

構
成
を
考
え
る

　

構
成
を
考
え
て
話
す

　
（
図　

構
成
を
考
え
る
方
法
）

考
え
を
ま
と
め
る

　

発
言
を
結
び
つ
け
て
話
し
合
う

　
（
図　

考
え
を
整
理
す
る
方
法
）

予
想
す
る

　

調
べ
た
内
容
を
聞
く

　
（
図　

予
想
す
る
方
法
）

さ
ま
ざ
ま
な
考
え
を
踏
ま
え
る

　

さ
ま
ざ
ま
な
考
え
を
踏
ま
え
検
討
を
す
る

　
（
図　

情
報
を
整
理
す
る
方
法
）

相
違
点
を
明
確
に
す
る

　

相
違
点
を
明
確
に
し
て
聞
く

　
（
図　

相
違
点
を
明
確
に
す
る
方
法
）

多
面
的
に
捉
え
る

　

課
題
を
設
定
し
て
伝
え
る

　
（
図　

多
面
的
に
捉
え
る
方
法
）

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

③伝えたい内容
に関連づける
にふさわしい
名言を選ぶ。

②中心的な内容
を説明する内
容を決める。

①伝えたい中心
的な内容を決
める。

一生懸命努力しているナツさんを、
尊敬する。必ず報われると思う。

ナツさんは大会で初戦敗退したが、
休みの日にも自主練習をしている。

常によい目的を

見失わずに努力

を続ける限り、

最後には必ず救

われる。 

　　　（ゲーテ）

進まざる者は必

ず退き、退かざ

る者は必ず進む。

　　（福沢諭吉）
ふくざわ  ゆ  きち

けん めい

むく

テーマ「気候危機と私たちができること」

・気候危機による被害

・気候危機が起きている地域

・気候危機が起きる原因

・人類による影響

・国や自治体による取り組み

・個人の取り組み

取
り
組
み

背
景

現
状

テーマから予想される話題の例

ひ  がい

えいきょう

構
成
を
工
夫
す
る

　

構
成
を
工
夫
し
て
主
張
を
ま
と
め
る

　
（
図　

構
成
を
工
夫
す
る
方
法
）

表
現
の
工
夫
を
評
価
す
る

　

評
価
し
な
が
ら
ス
ピ
ー
チ
を
聞
く

　
（
図　

評
価
す
る
方
法
）

意
見
を
共
有
す
る

　

意
見
を
共
有
し
な
が
ら
話
し
合
う

　
（
図　

意
見
を
共
有
し
て
話
し
合
う
方
法
）

段
落
の
構
成

　

資
料
を
も
と
に
紹
介
文
を
書
く

　
（
図　

段
落
の
構
成
を
考
え
る
方
法
）

根
拠
と
主
張

　

根
拠
を
明
確
に
し
て
意
見
文
を
書
く

　
（
図　

根
拠
を
明
確
に
す
る
方
法
）

材
料
の
整
理

　

材
料
を
整
理
し
て
案
内
文
を
書
く

　
（
図　

必
要
な
情
報
を
整
理
す
る
方
法
）

構
成
を
明
確
に
す
る

　

構
成
を
明
確
に
し
て
説
明
文
を
書
く

　
（
図　

構
成
を
考
え
る
方
法
）

材
料
を
収
集
す
る

　

新
聞
の
投
書
を
書
く

　
（
図　

ア
イ
デ
ア
を
出
す
方
法
）

推
敲

　

報
告
文
を
整
え
る

　
（
図　

評
価
を
す
る
方
法
）

確
か
な
根
拠

　

確
か
な
根
拠
を
も
と
に
意
見
文
を
書
く

　
（
図　

根
拠
を
確
か
に
す
る
方
法
）

信
頼
性
を
確
か
め
る

　

客
観
性
や
信
頼
性
の
あ
る
記
事
を
書
く

　
（
図　

情
報
の
探
し
方
）

説
得
力
を
高
め
る

　

説
得
力
の
あ
る
批
評
文
を
書
く

　
（
図　

関
係
を
整
理
す
る
方
法
）

自
己
P
R

　

自
己
P
R
文
を
書
く

　
（
図　

自
己
を
分
析
す
る
方
法
）

情
報
を
ま
と
め
る

　

中
学
校
生
活
を
ま
と
め
て
作
品
集
を
作
る

　
（
図　

情
報
を
ま
と
め
る
方
法
）

②いちばん伝えたい
短冊を決める。

①書きたい内容を
一つずつ短冊
に書く。

③相手に伝わりやすくす
るための順番を考える。

たん  ざく

好
き
な
サ
ッ
カ
ー
選
手

将
来
の
夢

入
り
た
い
部
活
動

サ
ッ
カ
ー
の
歴
史

①はじめに、テーマ
となる内容を置く。

②テーマから連想した内容を、「大きな
まとまりを示す抽象的なもの」から「具
体的なもの」へと分類して整理する。

その人のことを
思ってくれる

誰も何も傷
つけない

荷物を持っているとき
ドアを開けてくれた

地球に優しい

優しさ

高齢者に優しい
こうれい

慰めてくれる
なぐさ

怒らない
おこ

相手のことを思った行動

気くばりができる

思いやりがある

②入れる情報（何を）
をあげる。

③各情報の送り先にとっ
ての必要性を考える。

○
○
×

×
◎

◎
◎

◎
◎

△
△ △

入
れ
る
情
報

プログラム

地図

スローガン

日時・場所

卒業生地域の
かたがた保護者

送り先

①想定される送り先（誰に）をあげる。
だれ

◎：必ず必要
○：優先度が高い
△：優先度が低い
×：必要ない

②主張の理由を
書く。

①主張を決める。

③理由の根拠となる
　資料を集める。

じゅみょう

祖父が毎日体
操をしている

平均寿命トッ
プの市が体操
教室に力を入
れている

祖父と体操し
て自分も元気
になった

主張

理由

根拠

体操

適度に体を
動かすから

毎日続けら
れるから

Plus InterestingMinus
さらによく
できるところよいところ おもしろい

ところ

・伝えたい内容
を段落の初め
に書いている。

・複数の資料を
用いて説明し
ている。

・事実と意見を
分けて書いた
ほうがよい。

・ナンバリング
をしたほうが
よい。

・他に調べてわ
かったことは
あるか。

①話題から連
想する内容
を書き出す。

②書き出した
内容につい
て調べる。

交通事故

本
　図
書
館
や
書
店
で
、

交
通
に
関
す
る
法
律

や
条
例
に
つ
い
て
書

い
て
あ
る
本
を
探
す
。

新
聞
／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　交
通
事
故
の
発
生
原
因

や
発
生
状
況
に
関
す
る

ニ
ュ
ー
ス
や
最
新
の
デ
ー

タ
を
収
集
す
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
／
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　交
通
ル
ー
ル
に
つ
い
て
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
た
り
、
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
り
す
る
。

ルール

実際の
事故

法律
条例

発生原因

発生状況
じょう きょう

歩行者

自動車
自転車

②連想されることを
放射状に書き出す。

①課題を中心
におく。

災害対策

交通機関の乱れ

建物損壊

地震

浸水

台風
水害

自分の家建物や道路など

起こる前
の対策 起こった後

の対策
起こったとき
の対策

じ しん

立場によって話さ
れるであろう内容
を想定してメモを
準備する。

有料にすること
によるメリット

有料でないこと
により起こって
いる問題有料にする具

体的なプラン

有料にせず解
決可能な方法

有料にすること
によるデメリット

立場

現状

具体的な
プラン

「すべき」の立場 「すべきでない」の立場

①序論を書く。
何について書くかを明

確にする（問題提起）。

②本論を書く。
序論で示した問題提起

の内容について具体的

に述べていく。

④つながりを確かめる。
　問題提起にそった本論の内容になっているか確かめる。

③結論を書く。
本論のまとめをすると

ともに、自分の考えを

述べる。

序論
・打ち言葉とは、SNS などで用いる
言葉。

・打ち言葉の特徴とその背景は何か。

本論
・打ち言葉では絵文字や略語が用い
られる。

・くだけている。
・背景――すぐにやりとりをする。

改まった場面が少ない。

結論
・打ち言葉では、くだけた雰囲気
の場ですぐにやりとりをする必
要があるため、絵文字や略語が
用いられる。

・改まった場面では用いないよう
に注意することが大切。

とくちょう

・事柄を整理する。
・自分の立場や見方を決める。

・データに基づく事実。
・体験に基づく事実。

・データや体験の説明
や分析。

主張・意見

理由づけ 根拠（事実）

反
対

・
水
道
が
あ
る
。

・
水
筒
を
持
参
す
れ
ば
よ
い
。

賛
成

・
冷
た
い
も
の
が
飲
め
る
。

・
熱
中
症
対
策
。

・
非
常
用
食
料
。

②グループ内の違いを捉える。

①何に関して述べているか、
グループに分ける。

気軽さ

ＡＩ導入で図書
の分類が楽にな
りそうだ。

ＡＩによって働
く場所が失われ
てしまいそうだ。

司書として働く
やりがいはなん
だろう。

質問されること
が減って、仕事
が楽になるかも。

人間のほうが気
軽に質問しやす
い。

ＡＩのほうが気
軽にきける。

ＡＩはたくさん
の情報を引き出
せそうだ。

本の紹介は人間
にしてもらうほ
うがよい。

司
書
の
考
え

利
用
者
の
考
え

どの情報を取り
上げて、どのよ
うに組み合わせ
れば説得力が高
まるかを考える。

クラスアンケー
トの結果

自分の経験

専用席設置の割
合

札幌市営地下鉄
の例

街頭調査の結果 新聞の投書

優先席ではなく専用席を設けるべきだ。

さっぽろ

データ

根拠

主張

具体例

人にきく
・友人・知人・専門家など、情報を
もっている人から情報を得る。

図書館・書店で探す
・自分で本や資料を探す。
・司書のかたに相談する。

マス・メディア（出版社、新聞社、放送局）・
インターネットで探す
・新しい情報が手に入りやすい。
・いつ、誰が発信したか、確認する必要がある。

食品ロスを考える

ポスターA ポスターB

●スマートフォンと
　足の絵
→すぐにわかる。
文字がわからない人
にもわかる。

●かわいい動物の
イラスト

→幅広い年齢層の目
をひく。
文字がわからない人
にもわかる。

●多言語
→多くの人にわかる。

●禁止を訴える
→強く呼びかけられ
る。

●利用者の意志
→主体的な行動を促
す。

イラスト

キャッチ
コピー

わかりやすい

行動を促せる

うった

自分も他者も知っている
自分

さまざまな意見を聞いて
考える。
意見を聞いて、改善案を
示す。

自分は知っているが、他
者は気づいていない自分

自分は気づいていないが、
他者は知っている自分

みんなが焦ったり慌てた
りしているときも、要点
を的確に把握する。

誰からも知られていない
自分（自分も知らない）

他者が知らない

他者が知っている

自分が知っている 自分が知らない

あせ

経験したことと学
んだことが関連し
ている。

声の大きさが聞き
取りやすかった。

一文が短めでわか
りやすかった。

最初に何について
話すかを伝えてい
てわかりやすかっ
た。

協力し合うことも
加えるとよい。

２年生と３年生の
立場の違いの部分。

聞き手の様子を見
て、間のとり方を
変えるとよい。

会話や心内語を入
れてもよい。

印象に残ったエピ
ソードから始めて
もよい。

Plus InterestingMinus
さらによく
できるところ

よいところ おもしろい
ところ

話し方

表現

構成
展開

内容ナツ案 フユ案

ハル案

排出するプラス
チックごみの量
を制限する。

プラスチックの
持ち物を制限する。

クラスごとのプラ
スチックごみの量
を公表する。

学校行事の感想文

①
材
料
を
集
め
て
読
ん
だ
り

　見
返
し
た
り
す
る
。

②
作
品
集
の
テ
ー
マ
と
大
ま
か
な

　構
成
を
決
め
る
。

読書記録

作成したポスター

学校行事の写真

創作した詩や俳句

意見文

過去
現在
未来

私の成長

仲間

時系列内容の
種類別

表現の
種類別

テーマの細
かい分類別

テ
ー
マ

構
成

書
く
こ
と

「学びナビ」
で扱う図

1年2年3年

1年2年3年

【
「
学
び
ナ
ビ
」
一
覧
の
見
方
】

「
学
び
ナ
ビ
」一
覧

令
和
七
年
度
版『
伝
え
合
う
言
葉　

中
学
国
語
』



「
学
び
ナ
ビ
」一
覧

令
和
七
年
度
版『
伝
え
合
う
言
葉　

中
学
国
語
』

　
「
学
び
ナ
ビ
」
テ
ー
マ
名

　
　
教
材
名

「学びナビ」
で扱う図

【 「
学
び
ナ
ビ
」
一
覧
の
見
方 

】

読
む
こ
と（
詩
）

オ
ノ
マ
ト
ペ
（
擬
声
語
・
擬
態
語
）

　

河
童
と
蛙

1年

比
喩
・
象
徴

　

虹
の
足

想
像
・
イ
メ
ー
ジ

　

豚

２年

文
体

　

初
恋

３年

318
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読
む
こ
と

○
文
学
的
な
文
章
を
読
む
手
が
か
り
に
　
さ
ま
ざ
ま
な
文
学
作
品
を
読
む
と
き
に
も
生
か
そ
う
。

●
文
章
の
種
類（
Ｐ
18
）

●
記
号（
Ｐ
32
）

●
文
体（
Ｐ
176
）

○
１
年

●
　
視
点
／
桜
蝶

●
　
語
り
手
／
オ
ツ
ベ
ル
と
象

●
　
入
れ
子
構
造
（
額
縁
構
造
）
／
少
年
の
日
の
思
い
出

○
２
年

●
　
象
徴
／
タ
オ
ル

●
　
時
間
と
構
成
／
夏
の
葬
列

●
　
語
り
手
の
位
置
／
走
れ
メ
ロ
ス

○
３
年

●
　
文
章
の
種
類
／
立
っ
て
く
る
春
・
な
ぜ
物
語
が
必
要
な
の
か

●
　
記
号
／
私

●
　「
私
」
と
い
う
視
点
／
故
郷

○
詩

●
　
オ
ノ
マ
ト
ペ
（
擬
声
語
・
擬
態
語
）
／
河
童
と
蛙

●
　
比
喩
・
象
徴
／
虹
の
足
　
●
　
想
像
・
イ
メ
ー
ジ
／
豚

●
　
文
体
／
初
恋

説明的文章

説
明

物
語

論
説

随
筆

小
説

文学的文章 　
随
筆
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類

の
文
章
の
要
素
を
取
り
入
れ
て

描
か
れ
て
い
る
。

【
記
号
】

〒＝郵便鳩≠平和
「〒」は常に「郵便」を
意味する。

「鳩」は「平和」の象徴。
「平和」は「鳩」の象徴
ではない。

【
象
徴
】 郵

便
平
和

・
文
語
体
　
昔
の
書
き
言
葉
で
書
か
れ
た
も
の
。

・
口
語
体
　
現
在
の
話
し
言
葉
で
書
か
れ
た
も
の
。

文
体

・�

文
語
定
型
詩
　
文
語
体
で
書
か
れ
て
い
る
、
五
音

や
七
音
の
リ
ズ
ム
を
生
か
し
た
詩
。

・�

口
語
自
由
詩
　
口
語
体
で
書
か
れ
て
い
る
、
五
音

や
七
音
に
よ
る
音
数
の
き
ま
り
を
も
た
な
い
詩
。

詩

登
場
人
物（
私
）

語
り
手 語り手が、あ

る登場人物の
視点から語る
場合。

語り手が、登
場人物から距
離をとって語
る場合。

「私は」
「僕は」

登
場
人
物

登
場
人
物

登
場
人
物

語
り
手

「彼は」
「メロスは」

●「
私
」
と
い
う
視
点（
Ｐ
180
）
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読
む
こ
と

○
文
学
的
な
文
章
を
読
む
手
が
か
り
に
　
さ
ま
ざ
ま
な
文
学
作
品
を
読
む
と
き
に
も
生
か
そ
う
。

●
視
点（
Ｐ
24
）

●
語
り
手（
Ｐ
152
）

●
入
れ
子
構
造（
額
縁
構
造
）（
Ｐ
246
）

●
オ
ノ
マ
ト
ペ（
擬
声
語
・
擬
態
語
）（
Ｐ
146
）

○
１
年

●
　
視
点
／
桜
蝶

●
　
語
り
手
／
オ
ツ
ベ
ル
と
象

●
　
入
れ
子
構
造
（
額
縁
構
造
）
／
少
年
の
日
の
思
い
出

○
２
年

●
　
象
徴
／
タ
オ
ル

●
　
時
間
と
構
成
／
夏
の
葬
列

●
　
語
り
手
の
位
置
／
走
れ
メ
ロ
ス

○
３
年

●
　
文
章
の
種
類
／
立
っ
て
く
る
春
・な
ぜ
物
語
が
必
要
な
の
か

●
　
記
号
／
私

●
　「
私
」
と
い
う
視
点
／
故
郷

○
詩

●
　
オ
ノ
マ
ト
ペ
（
擬
声
語
・
擬
態
語
）
／
河
童
と
蛙

●
　
比
喩
・
象
徴
／
虹
の
足
　
●
　
想
像
・
イ
メ
ー
ジ
／
豚

●
　
文
体
／
初
恋

登場人物以外の視点

ももたろう
登場人物自身の視点

むかしむかし……

すぅーっと
息を……

おじいさん

おばあさん

「桃太郎」の物語

物
語
・
小
説

語
り
手

で
き
ご
と

語
り
手
が
、
視
点

人
物
か
ら
見
た
で

き
ご
と
を
語
る
。

作
者

視
点
人
物

牛
飼
い

＝

入
れ
子
構
造
（
額
縁
構
造
）

　
物
語
や
小
説
で
は
、
物
語
の
中
に

さ
ら
に
別
の
物
語
が
入
っ
て
い
る
構

造
を
さ
す
。
枠
物
語
と
も
い
う
。

オノマトペ

擬
声
語

【
主
に
音
や
声
を
表
す
】

ニ
ャ
ー
ニ
ャ
ー
、
ワ
ン
ワ
ン

　（
動
物
の
鳴
き
声
）

コ
ン
コ
ン

　（
た
た
く
音
）

ザ
ー
ザ
ー

　（
雨
が
降
る
音
）

擬
態
語

【
主
に
様
子
や
状
態
、
気
持
ち
を
表
す
】

ぐ
る
ぐ
る

　（
も
の
が
回
転
す
る
様
子
）

か
ち
か
ち

　（
も
の
が
硬
い
状
態
）

し
ょ
ん
ぼ
り

　（
寂
し
い
気
持
ち
）

※
ど
ち
ら
か
に
分
類
で
き
な
い
語
も
あ
り
ま
す
。
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読
む
こ
と

○
文
学
的
な
文
章
を
読
む
手
が
か
り
に
　
さ
ま
ざ
ま
な
文
学
作
品
を
読
む
と
き
に
も
生
か
そ
う
。

●
象
徴（
Ｐ
22
）

●
時
間
と
構
成（
Ｐ
174
）

●
語
り
手
の
位
置（
Ｐ
248
）

●
比
喩
・
象
徴（
Ｐ
16
）

●
想
像
・
イ
メ
ー
ジ（
Ｐ
244
）

○
１
年

●
　
視
点
／
桜
蝶

●
　
語
り
手
／
オ
ツ
ベ
ル
と
象

●
　
入
れ
子
構
造
（
額
縁
構
造
）
／
少
年
の
日
の
思
い
出

○
２
年

●
　
象
徴
／
タ
オ
ル

●
　
時
間
と
構
成
／
夏
の
葬
列

●
　
語
り
手
の
位
置
／
走
れ
メ
ロ
ス

○
３
年

●
　
文
章
の
種
類
／
立
っ
て
く
る
春
・
な
ぜ
物
語
が
必
要
な
の
か

●
　
記
号
／
私

●
　「
私
」
と
い
う
視
点
／
故
郷

○
詩

●
　
オ
ノ
マ
ト
ペ
（
擬
声
語
・
擬
態
語
）
／
河
童
と
蛙

●
　
比
喩
・
象
徴
／
虹
の
足
　
●
　
想
像
・
イ
メ
ー
ジ
／
豚

●
　
文
体
／
初
恋

清純さ…抽象

雪　鳥…具体

象徴

比喩
➡

➡

白

語
り
手
が
登
場
人
物
か
ら

距
離
を
と
っ
て
語
る
場
合

語
り
手
が
登
場
人
物
に

寄
り
添
っ
て
語
る
場
合

比
喩
（
直
喩
法
・
隠
喩
法
・
擬
人
法
）

象
徴
　
　
倒
置
法

体
言
止
め
　
　
繰
り
返
し

類
比
　
同
じ
種
類
の
言
葉
や
、
も
の
を
重
ね
て
比
べ
る

対
比
　
言
葉
や
、
も
の
の
異
な
る
面
を
比
べ
る

詩
に
特
徴
的
な
表
現
方
法

＊
で
き
ご
と
が
起
き
た

　
順
序

＊
因
果
関
係
を
表
す

　
書
き
方
の
例

Ａ
→
Ｂ

①
Ａ
だ
か
ら
Ｂ

②
Ｂ
な
ぜ
な
ら
Ａ

語
り
手

登
場
人
物

登
場
人
物

登
場
人
物

「メロスは」
「セリヌンティウスは」
「ディオニスは」

「私は」語
り
手

登
場
人
物
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読
む
こ
と

○
文
学
的
な
文
章
を
読
む
手
が
か
り
に
　
さ
ま
ざ
ま
な
文
学
作
品
を
読
む
と
き
に
も
生
か
そ
う
。

●
象
徴（
Ｐ
22
）

●
時
間
と
構
成（
Ｐ
174
）

●
語
り
手
の
位
置（
Ｐ
248
）

●
比
喩
・
象
徴（
Ｐ
16
）

●
想
像
・
イ
メ
ー
ジ（
Ｐ
244
）

○
１
年

●
　
視
点
／
桜
蝶

●
　
語
り
手
／
オ
ツ
ベ
ル
と
象

●
　
入
れ
子
構
造
（
額
縁
構
造
）
／
少
年
の
日
の
思
い
出

○
２
年

●
　
象
徴
／
タ
オ
ル

●
　
時
間
と
構
成
／
夏
の
葬
列

●
　
語
り
手
の
位
置
／
走
れ
メ
ロ
ス

○
３
年

●
　
文
章
の
種
類
／
立
っ
て
く
る
春
・
な
ぜ
物
語
が
必
要
な
の
か

●
　
記
号
／
私

●
　「
私
」
と
い
う
視
点
／
故
郷

○
詩

●
　
オ
ノ
マ
ト
ペ
（
擬
声
語
・
擬
態
語
）
／
河
童
と
蛙

●
　
比
喩
・
象
徴
／
虹
の
足
　
●
　
想
像
・
イ
メ
ー
ジ
／
豚

●
　
文
体
／
初
恋

清純さ…抽象

雪　鳥…具体

象徴

比喩
➡

➡

白

語
り
手
が
登
場
人
物
か
ら

距
離
を
と
っ
て
語
る
場
合

語
り
手
が
登
場
人
物
に

寄
り
添
っ
て
語
る
場
合

比
喩
（
直
喩
法
・
隠
喩
法
・
擬
人
法
）

象
徴
　
　
倒
置
法

体
言
止
め
　
　
繰
り
返
し

類
比
　
同
じ
種
類
の
言
葉
や
、
も
の
を
重
ね
て
比
べ
る

対
比
　
言
葉
や
、
も
の
の
異
な
る
面
を
比
べ
る

詩
に
特
徴
的
な
表
現
方
法

＊
で
き
ご
と
が
起
き
た

　
順
序

＊
因
果
関
係
を
表
す

　
書
き
方
の
例

Ａ
→
Ｂ

①
Ａ
だ
か
ら
Ｂ

②
Ｂ
な
ぜ
な
ら
Ａ

語
り
手

登
場
人
物

登
場
人
物

登
場
人
物

「メロスは」
「セリヌンティウスは」
「ディオニスは」

「私は」語
り
手

登
場
人
物
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視
点

　

桜
蝶

読
む
こ
と（
文
学
的
文
章
）

入
れ
子
構
造
（
額
縁
構
造
）

　

少
年
の
日
の
思
い
出

語
り
手

　

オ
ツ
ベ
ル
と
象

1年

象
徴

　

タ
オ
ル

語
り
手
の
位
置

　

走
れ
メ
ロ
ス

時
間
と
構
成

　

夏
の
葬
列

２年

文
章
の
種
類

　

立
っ
て
く
る
春
／

　

な
ぜ
物
語
が
必
要
な
の
か

「
私
」
と
い
う
視
点

　

故
郷

記
号

　

私

３年

316

R7kokugo_01nen_P315_P317_学びナビ一覧_CC2021　四校

読
む
こ
と

○
文
学
的
な
文
章
を
読
む
手
が
か
り
に
　
さ
ま
ざ
ま
な
文
学
作
品
を
読
む
と
き
に
も
生
か
そ
う
。

●
視
点（
Ｐ
24
）

●
語
り
手（
Ｐ
152
）

●
入
れ
子
構
造（
額
縁
構
造
）（
Ｐ
246
）

●
オ
ノ
マ
ト
ペ（
擬
声
語
・
擬
態
語
）（
Ｐ
146
）

○
１
年

●
　
視
点
／
桜
蝶

●
　
語
り
手
／
オ
ツ
ベ
ル
と
象

●
　
入
れ
子
構
造
（
額
縁
構
造
）
／
少
年
の
日
の
思
い
出

○
２
年

●
　
象
徴
／
タ
オ
ル

●
　
時
間
と
構
成
／
夏
の
葬
列

●
　
語
り
手
の
位
置
／
走
れ
メ
ロ
ス

○
３
年

●
　
文
章
の
種
類
／
立
っ
て
く
る
春
・な
ぜ
物
語
が
必
要
な
の
か

●
　
記
号
／
私

●
　「
私
」
と
い
う
視
点
／
故
郷

○
詩

●
　
オ
ノ
マ
ト
ペ
（
擬
声
語
・
擬
態
語
）
／
河
童
と
蛙

●
　
比
喩
・
象
徴
／
虹
の
足
　
●
　
想
像
・
イ
メ
ー
ジ
／
豚

●
　
文
体
／
初
恋

登場人物以外の視点

ももたろう
登場人物自身の視点

むかしむかし……

すぅーっと
息を……

おじいさん

おばあさん

「桃太郎」の物語

物
語
・
小
説

語
り
手

で
き
ご
と

語
り
手
が
、
視
点

人
物
か
ら
見
た
で

き
ご
と
を
語
る
。

作
者

視
点
人
物

牛
飼
い

＝

入
れ
子
構
造
（
額
縁
構
造
）

　
物
語
や
小
説
で
は
、
物
語
の
中
に

さ
ら
に
別
の
物
語
が
入
っ
て
い
る
構

造
を
さ
す
。
枠
物
語
と
も
い
う
。

オノマトペ

擬
声
語

【
主
に
音
や
声
を
表
す
】

ニ
ャ
ー
ニ
ャ
ー
、
ワ
ン
ワ
ン

　（
動
物
の
鳴
き
声
）

コ
ン
コ
ン

　（
た
た
く
音
）

ザ
ー
ザ
ー

　（
雨
が
降
る
音
）

擬
態
語

【
主
に
様
子
や
状
態
、
気
持
ち
を
表
す
】

ぐ
る
ぐ
る

　（
も
の
が
回
転
す
る
様
子
）

か
ち
か
ち

　（
も
の
が
硬
い
状
態
）

し
ょ
ん
ぼ
り

　（
寂
し
い
気
持
ち
）

※
ど
ち
ら
か
に
分
類
で
き
な
い
語
も
あ
り
ま
す
。

R7kokugo_01nen_P315_P317_学びナビ一覧_CC2021.indd   316R7kokugo_01nen_P315_P317_学びナビ一覧_CC2021.indd   316 2024/02/26   15:03:032024/02/26   15:03:03

316
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読
む
こ
と

○
文
学
的
な
文
章
を
読
む
手
が
か
り
に
　
さ
ま
ざ
ま
な
文
学
作
品
を
読
む
と
き
に
も
生
か
そ
う
。

●
視
点（
Ｐ
24
）

●
語
り
手（
Ｐ
152
）

●
入
れ
子
構
造（
額
縁
構
造
）（
Ｐ
246
）

●
オ
ノ
マ
ト
ペ（
擬
声
語
・
擬
態
語
）（
Ｐ
146
）

○
１
年

●
　
視
点
／
桜
蝶

●
　
語
り
手
／
オ
ツ
ベ
ル
と
象

●
　
入
れ
子
構
造
（
額
縁
構
造
）
／
少
年
の
日
の
思
い
出

○
２
年

●
　
象
徴
／
タ
オ
ル

●
　
時
間
と
構
成
／
夏
の
葬
列

●
　
語
り
手
の
位
置
／
走
れ
メ
ロ
ス

○
３
年

●
　
文
章
の
種
類
／
立
っ
て
く
る
春
・な
ぜ
物
語
が
必
要
な
の
か

●
　
記
号
／
私

●
　「
私
」
と
い
う
視
点
／
故
郷

○
詩

●
　
オ
ノ
マ
ト
ペ
（
擬
声
語
・
擬
態
語
）
／
河
童
と
蛙

●
　
比
喩
・
象
徴
／
虹
の
足
　
●
　
想
像
・
イ
メ
ー
ジ
／
豚

●
　
文
体
／
初
恋

登場人物以外の視点

ももたろう
登場人物自身の視点

むかしむかし……

すぅーっと
息を……

おじいさん

おばあさん

「桃太郎」の物語

物
語
・
小
説

語
り
手

で
き
ご
と

語
り
手
が
、
視
点

人
物
か
ら
見
た
で

き
ご
と
を
語
る
。

作
者

視
点
人
物

牛
飼
い

＝

入
れ
子
構
造
（
額
縁
構
造
）

　
物
語
や
小
説
で
は
、
物
語
の
中
に

さ
ら
に
別
の
物
語
が
入
っ
て
い
る
構

造
を
さ
す
。
枠
物
語
と
も
い
う
。

オノマトペ

擬
声
語

【
主
に
音
や
声
を
表
す
】

ニ
ャ
ー
ニ
ャ
ー
、
ワ
ン
ワ
ン

　（
動
物
の
鳴
き
声
）

コ
ン
コ
ン

　（
た
た
く
音
）

ザ
ー
ザ
ー

　（
雨
が
降
る
音
）

擬
態
語

【
主
に
様
子
や
状
態
、
気
持
ち
を
表
す
】

ぐ
る
ぐ
る

　（
も
の
が
回
転
す
る
様
子
）

か
ち
か
ち

　（
も
の
が
硬
い
状
態
）

し
ょ
ん
ぼ
り

　（
寂
し
い
気
持
ち
）

※
ど
ち
ら
か
に
分
類
で
き
な
い
語
も
あ
り
ま
す
。
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読
む
こ
と

○
文
学
的
な
文
章
を
読
む
手
が
か
り
に
　
さ
ま
ざ
ま
な
文
学
作
品
を
読
む
と
き
に
も
生
か
そ
う
。

●
視
点（
Ｐ
24
）

●
語
り
手（
Ｐ
152
）

●
入
れ
子
構
造（
額
縁
構
造
）（
Ｐ
246
）

●
オ
ノ
マ
ト
ペ（
擬
声
語
・
擬
態
語
）（
Ｐ
146
）

○
１
年

●
　
視
点
／
桜
蝶

●
　
語
り
手
／
オ
ツ
ベ
ル
と
象

●
　
入
れ
子
構
造
（
額
縁
構
造
）
／
少
年
の
日
の
思
い
出

○
２
年

●
　
象
徴
／
タ
オ
ル

●
　
時
間
と
構
成
／
夏
の
葬
列

●
　
語
り
手
の
位
置
／
走
れ
メ
ロ
ス

○
３
年

●
　
文
章
の
種
類
／
立
っ
て
く
る
春
・な
ぜ
物
語
が
必
要
な
の
か

●
　
記
号
／
私

●
　「
私
」
と
い
う
視
点
／
故
郷

○
詩

●
　
オ
ノ
マ
ト
ペ
（
擬
声
語
・
擬
態
語
）
／
河
童
と
蛙

●
　
比
喩
・
象
徴
／
虹
の
足
　
●
　
想
像
・
イ
メ
ー
ジ
／
豚

●
　
文
体
／
初
恋

登場人物以外の視点

ももたろう
登場人物自身の視点

むかしむかし……

すぅーっと
息を……

おじいさん

おばあさん

「桃太郎」の物語

物
語
・
小
説

語
り
手

で
き
ご
と

語
り
手
が
、
視
点

人
物
か
ら
見
た
で

き
ご
と
を
語
る
。

作
者

視
点
人
物

牛
飼
い

＝

入
れ
子
構
造
（
額
縁
構
造
）

　
物
語
や
小
説
で
は
、
物
語
の
中
に

さ
ら
に
別
の
物
語
が
入
っ
て
い
る
構

造
を
さ
す
。
枠
物
語
と
も
い
う
。

オノマトペ

擬
声
語

【
主
に
音
や
声
を
表
す
】

ニ
ャ
ー
ニ
ャ
ー
、
ワ
ン
ワ
ン

　（
動
物
の
鳴
き
声
）

コ
ン
コ
ン

　（
た
た
く
音
）

ザ
ー
ザ
ー

　（
雨
が
降
る
音
）

擬
態
語

【
主
に
様
子
や
状
態
、
気
持
ち
を
表
す
】

ぐ
る
ぐ
る

　（
も
の
が
回
転
す
る
様
子
）

か
ち
か
ち

　（
も
の
が
硬
い
状
態
）

し
ょ
ん
ぼ
り

　（
寂
し
い
気
持
ち
）

※
ど
ち
ら
か
に
分
類
で
き
な
い
語
も
あ
り
ま
す
。
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読
む
こ
と

○
文
学
的
な
文
章
を
読
む
手
が
か
り
に
　
さ
ま
ざ
ま
な
文
学
作
品
を
読
む
と
き
に
も
生
か
そ
う
。

●
象
徴（
Ｐ
22
）

●
時
間
と
構
成（
Ｐ
174
）

●
語
り
手
の
位
置（
Ｐ
248
）

●
比
喩
・
象
徴（
Ｐ
16
）

●
想
像
・
イ
メ
ー
ジ（
Ｐ
244
）

○
１
年

●
　
視
点
／
桜
蝶

●
　
語
り
手
／
オ
ツ
ベ
ル
と
象

●
　
入
れ
子
構
造
（
額
縁
構
造
）
／
少
年
の
日
の
思
い
出

○
２
年

●
　
象
徴
／
タ
オ
ル

●
　
時
間
と
構
成
／
夏
の
葬
列

●
　
語
り
手
の
位
置
／
走
れ
メ
ロ
ス

○
３
年

●
　
文
章
の
種
類
／
立
っ
て
く
る
春
・
な
ぜ
物
語
が
必
要
な
の
か

●
　
記
号
／
私

●
　「
私
」
と
い
う
視
点
／
故
郷

○
詩

●
　
オ
ノ
マ
ト
ペ
（
擬
声
語
・
擬
態
語
）
／
河
童
と
蛙

●
　
比
喩
・
象
徴
／
虹
の
足
　
●
　
想
像
・
イ
メ
ー
ジ
／
豚

●
　
文
体
／
初
恋

清純さ…抽象

雪　鳥…具体

象徴

比喩
➡

➡

白

語
り
手
が
登
場
人
物
か
ら

距
離
を
と
っ
て
語
る
場
合

語
り
手
が
登
場
人
物
に

寄
り
添
っ
て
語
る
場
合

比
喩
（
直
喩
法
・
隠
喩
法
・
擬
人
法
）

象
徴
　
　
倒
置
法

体
言
止
め
　
　
繰
り
返
し

類
比
　
同
じ
種
類
の
言
葉
や
、
も
の
を
重
ね
て
比
べ
る

対
比
　
言
葉
や
、
も
の
の
異
な
る
面
を
比
べ
る

詩
に
特
徴
的
な
表
現
方
法

＊
で
き
ご
と
が
起
き
た

　
順
序

＊
因
果
関
係
を
表
す

　
書
き
方
の
例

Ａ
→
Ｂ

①
Ａ
だ
か
ら
Ｂ

②
Ｂ
な
ぜ
な
ら
Ａ

語
り
手

登
場
人
物

登
場
人
物

登
場
人
物

「メロスは」
「セリヌンティウスは」
「ディオニスは」

「私は」語
り
手

登
場
人
物
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読
む
こ
と

○
文
学
的
な
文
章
を
読
む
手
が
か
り
に
　
さ
ま
ざ
ま
な
文
学
作
品
を
読
む
と
き
に
も
生
か
そ
う
。

●
象
徴（
Ｐ
22
）

●
時
間
と
構
成（
Ｐ
174
）

●
語
り
手
の
位
置（
Ｐ
248
）

●
比
喩
・
象
徴（
Ｐ
16
）

●
想
像
・
イ
メ
ー
ジ（
Ｐ
244
）

○
１
年

●
　
視
点
／
桜
蝶

●
　
語
り
手
／
オ
ツ
ベ
ル
と
象

●
　
入
れ
子
構
造
（
額
縁
構
造
）
／
少
年
の
日
の
思
い
出

○
２
年

●
　
象
徴
／
タ
オ
ル

●
　
時
間
と
構
成
／
夏
の
葬
列

●
　
語
り
手
の
位
置
／
走
れ
メ
ロ
ス

○
３
年

●
　
文
章
の
種
類
／
立
っ
て
く
る
春
・
な
ぜ
物
語
が
必
要
な
の
か

●
　
記
号
／
私

●
　「
私
」
と
い
う
視
点
／
故
郷

○
詩

●
　
オ
ノ
マ
ト
ペ
（
擬
声
語
・
擬
態
語
）
／
河
童
と
蛙

●
　
比
喩
・
象
徴
／
虹
の
足
　
●
　
想
像
・
イ
メ
ー
ジ
／
豚

●
　
文
体
／
初
恋

清純さ…抽象

雪　鳥…具体

象徴

比喩
➡

➡

白

語
り
手
が
登
場
人
物
か
ら

距
離
を
と
っ
て
語
る
場
合

語
り
手
が
登
場
人
物
に

寄
り
添
っ
て
語
る
場
合

比
喩
（
直
喩
法
・
隠
喩
法
・
擬
人
法
）

象
徴
　
　
倒
置
法

体
言
止
め
　
　
繰
り
返
し

類
比
　
同
じ
種
類
の
言
葉
や
、
も
の
を
重
ね
て
比
べ
る

対
比
　
言
葉
や
、
も
の
の
異
な
る
面
を
比
べ
る

詩
に
特
徴
的
な
表
現
方
法

＊
で
き
ご
と
が
起
き
た

　
順
序

＊
因
果
関
係
を
表
す

　
書
き
方
の
例

Ａ
→
Ｂ

①
Ａ
だ
か
ら
Ｂ

②
Ｂ
な
ぜ
な
ら
Ａ

語
り
手

登
場
人
物

登
場
人
物

登
場
人
物

「メロスは」
「セリヌンティウスは」
「ディオニスは」

「私は」語
り
手

登
場
人
物
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読
む
こ
と

○
文
学
的
な
文
章
を
読
む
手
が
か
り
に
　
さ
ま
ざ
ま
な
文
学
作
品
を
読
む
と
き
に
も
生
か
そ
う
。

●
象
徴（
Ｐ
22
）

●
時
間
と
構
成（
Ｐ
174
）

●
語
り
手
の
位
置（
Ｐ
248
）

●
比
喩
・
象
徴（
Ｐ
16
）

●
想
像
・
イ
メ
ー
ジ（
Ｐ
244
）

○
１
年

●
　
視
点
／
桜
蝶

●
　
語
り
手
／
オ
ツ
ベ
ル
と
象

●
　
入
れ
子
構
造
（
額
縁
構
造
）
／
少
年
の
日
の
思
い
出

○
２
年

●
　
象
徴
／
タ
オ
ル

●
　
時
間
と
構
成
／
夏
の
葬
列

●
　
語
り
手
の
位
置
／
走
れ
メ
ロ
ス

○
３
年

●
　
文
章
の
種
類
／
立
っ
て
く
る
春
・
な
ぜ
物
語
が
必
要
な
の
か

●
　
記
号
／
私

●
　「
私
」
と
い
う
視
点
／
故
郷

○
詩

●
　
オ
ノ
マ
ト
ペ
（
擬
声
語
・
擬
態
語
）
／
河
童
と
蛙

●
　
比
喩
・
象
徴
／
虹
の
足
　
●
　
想
像
・
イ
メ
ー
ジ
／
豚

●
　
文
体
／
初
恋

清純さ…抽象

雪　鳥…具体

象徴

比喩
➡

➡
白

語
り
手
が
登
場
人
物
か
ら

距
離
を
と
っ
て
語
る
場
合

語
り
手
が
登
場
人
物
に

寄
り
添
っ
て
語
る
場
合

比
喩
（
直
喩
法
・
隠
喩
法
・
擬
人
法
）

象
徴
　
　
倒
置
法

体
言
止
め
　
　
繰
り
返
し

類
比
　
同
じ
種
類
の
言
葉
や
、
も
の
を
重
ね
て
比
べ
る

対
比
　
言
葉
や
、
も
の
の
異
な
る
面
を
比
べ
る

詩
に
特
徴
的
な
表
現
方
法

＊
で
き
ご
と
が
起
き
た

　
順
序

＊
因
果
関
係
を
表
す

　
書
き
方
の
例

Ａ
→
Ｂ

①
Ａ
だ
か
ら
Ｂ

②
Ｂ
な
ぜ
な
ら
Ａ

語
り
手

登
場
人
物

登
場
人
物

登
場
人
物

「メロスは」
「セリヌンティウスは」
「ディオニスは」

「私は」語
り
手

登
場
人
物
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R7kokugo_03nen_P317_P319_学びナビ一覧_CC2021　四校

読
む
こ
と

○
文
学
的
な
文
章
を
読
む
手
が
か
り
に
　
さ
ま
ざ
ま
な
文
学
作
品
を
読
む
と
き
に
も
生
か
そ
う
。

●
文
章
の
種
類（
Ｐ
18
）

●
記
号（
Ｐ
32
）

●
文
体（
Ｐ
176
）

○
１
年

●
　
視
点
／
桜
蝶

●
　
語
り
手
／
オ
ツ
ベ
ル
と
象

●
　
入
れ
子
構
造
（
額
縁
構
造
）
／
少
年
の
日
の
思
い
出

○
２
年

●
　
象
徴
／
タ
オ
ル

●
　
時
間
と
構
成
／
夏
の
葬
列

●
　
語
り
手
の
位
置
／
走
れ
メ
ロ
ス

○
３
年

●
　
文
章
の
種
類
／
立
っ
て
く
る
春
・
な
ぜ
物
語
が
必
要
な
の
か

●
　
記
号
／
私

●
　「
私
」
と
い
う
視
点
／
故
郷

○
詩

●
　
オ
ノ
マ
ト
ペ
（
擬
声
語
・
擬
態
語
）
／
河
童
と
蛙

●
　
比
喩
・
象
徴
／
虹
の
足
　
●
　
想
像
・
イ
メ
ー
ジ
／
豚

●
　
文
体
／
初
恋

説明的文章

説
明

物
語

論
説

随
筆

小
説

文学的文章 　
随
筆
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類

の
文
章
の
要
素
を
取
り
入
れ
て

描
か
れ
て
い
る
。

【
記
号
】

〒＝郵便鳩≠平和
「〒」は常に「郵便」を
意味する。

「鳩」は「平和」の象徴。
「平和」は「鳩」の象徴
ではない。

【
象
徴
】 郵

便
平
和

・
文
語
体
　
昔
の
書
き
言
葉
で
書
か
れ
た
も
の
。

・
口
語
体
　
現
在
の
話
し
言
葉
で
書
か
れ
た
も
の
。

文
体

・�

文
語
定
型
詩
　
文
語
体
で
書
か
れ
て
い
る
、
五
音

や
七
音
の
リ
ズ
ム
を
生
か
し
た
詩
。

・�

口
語
自
由
詩
　
口
語
体
で
書
か
れ
て
い
る
、
五
音

や
七
音
に
よ
る
音
数
の
き
ま
り
を
も
た
な
い
詩
。

詩

登
場
人
物（
私
）

語
り
手 語り手が、あ

る登場人物の
視点から語る
場合。

語り手が、登
場人物から距
離をとって語
る場合。

「私は」
「僕は」

登
場
人
物

登
場
人
物

登
場
人
物

語
り
手

「彼は」
「メロスは」

●「
私
」
と
い
う
視
点（
Ｐ
180
）
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R7kokugo_03nen_P317_P319_学びナビ一覧_CC2021　四校

読
む
こ
と

○
文
学
的
な
文
章
を
読
む
手
が
か
り
に
　
さ
ま
ざ
ま
な
文
学
作
品
を
読
む
と
き
に
も
生
か
そ
う
。

●
文
章
の
種
類（
Ｐ
18
）

●
記
号（
Ｐ
32
）

●
文
体（
Ｐ
176
）

○
１
年

●
　
視
点
／
桜
蝶

●
　
語
り
手
／
オ
ツ
ベ
ル
と
象

●
　
入
れ
子
構
造
（
額
縁
構
造
）
／
少
年
の
日
の
思
い
出

○
２
年

●
　
象
徴
／
タ
オ
ル

●
　
時
間
と
構
成
／
夏
の
葬
列

●
　
語
り
手
の
位
置
／
走
れ
メ
ロ
ス

○
３
年

●
　
文
章
の
種
類
／
立
っ
て
く
る
春
・
な
ぜ
物
語
が
必
要
な
の
か

●
　
記
号
／
私

●
　「
私
」
と
い
う
視
点
／
故
郷

○
詩

●
　
オ
ノ
マ
ト
ペ
（
擬
声
語
・
擬
態
語
）
／
河
童
と
蛙

●
　
比
喩
・
象
徴
／
虹
の
足
　
●
　
想
像
・
イ
メ
ー
ジ
／
豚

●
　
文
体
／
初
恋

説明的文章

説
明

物
語

論
説

随
筆

小
説

文学的文章 　
随
筆
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類

の
文
章
の
要
素
を
取
り
入
れ
て

描
か
れ
て
い
る
。

【
記
号
】

〒＝郵便鳩≠平和
「〒」は常に「郵便」を
意味する。

「鳩」は「平和」の象徴。
「平和」は「鳩」の象徴
ではない。

【
象
徴
】 郵

便
平
和

・
文
語
体
　
昔
の
書
き
言
葉
で
書
か
れ
た
も
の
。

・
口
語
体
　
現
在
の
話
し
言
葉
で
書
か
れ
た
も
の
。

文
体

・�

文
語
定
型
詩
　
文
語
体
で
書
か
れ
て
い
る
、
五
音

や
七
音
の
リ
ズ
ム
を
生
か
し
た
詩
。

・�

口
語
自
由
詩
　
口
語
体
で
書
か
れ
て
い
る
、
五
音

や
七
音
に
よ
る
音
数
の
き
ま
り
を
も
た
な
い
詩
。

詩

登
場
人
物（
私
）

語
り
手 語り手が、あ

る登場人物の
視点から語る
場合。

語り手が、登
場人物から距
離をとって語
る場合。

「私は」
「僕は」

登
場
人
物

登
場
人
物

登
場
人
物

語
り
手

「彼は」
「メロスは」

●「
私
」
と
い
う
視
点（
Ｐ
180
）
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読
む
こ
と

○
文
学
的
な
文
章
を
読
む
手
が
か
り
に
　
さ
ま
ざ
ま
な
文
学
作
品
を
読
む
と
き
に
も
生
か
そ
う
。

●
文
章
の
種
類（
Ｐ
18
）

●
記
号（
Ｐ
32
）

●
文
体（
Ｐ
176
）

○
１
年

●
　
視
点
／
桜
蝶

●
　
語
り
手
／
オ
ツ
ベ
ル
と
象

●
　
入
れ
子
構
造
（
額
縁
構
造
）
／
少
年
の
日
の
思
い
出

○
２
年

●
　
象
徴
／
タ
オ
ル

●
　
時
間
と
構
成
／
夏
の
葬
列

●
　
語
り
手
の
位
置
／
走
れ
メ
ロ
ス

○
３
年

●
　
文
章
の
種
類
／
立
っ
て
く
る
春
・
な
ぜ
物
語
が
必
要
な
の
か

●
　
記
号
／
私

●
　「
私
」
と
い
う
視
点
／
故
郷

○
詩

●
　
オ
ノ
マ
ト
ペ
（
擬
声
語
・
擬
態
語
）
／
河
童
と
蛙

●
　
比
喩
・
象
徴
／
虹
の
足
　
●
　
想
像
・
イ
メ
ー
ジ
／
豚

●
　
文
体
／
初
恋

説明的文章

説
明

物
語

論
説

随
筆

小
説

文学的文章 　
随
筆
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類

の
文
章
の
要
素
を
取
り
入
れ
て

描
か
れ
て
い
る
。

【
記
号
】

〒＝郵便鳩≠平和
「〒」は常に「郵便」を
意味する。

「鳩」は「平和」の象徴。
「平和」は「鳩」の象徴
ではない。

【
象
徴
】 郵

便
平
和

・
文
語
体
　
昔
の
書
き
言
葉
で
書
か
れ
た
も
の
。

・
口
語
体
　
現
在
の
話
し
言
葉
で
書
か
れ
た
も
の
。

文
体

・�

文
語
定
型
詩
　
文
語
体
で
書
か
れ
て
い
る
、
五
音

や
七
音
の
リ
ズ
ム
を
生
か
し
た
詩
。

・�

口
語
自
由
詩
　
口
語
体
で
書
か
れ
て
い
る
、
五
音

や
七
音
に
よ
る
音
数
の
き
ま
り
を
も
た
な
い
詩
。

詩

登
場
人
物（
私
）

語
り
手 語り手が、あ

る登場人物の
視点から語る
場合。

語り手が、登
場人物から距
離をとって語
る場合。

「私は」
「僕は」

登
場
人
物

登
場
人
物

登
場
人
物

語
り
手

「彼は」
「メロスは」

●「
私
」
と
い
う
視
点（
Ｐ
180
）
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反
論

　

子
ど
も
の
権
利

問
い
と
答
え

　

森
に
は
魔
法
つ
か
い
が
い
る

段
落
の
役
割

 　

自
分
の
脳
を
知
っ
て
い
ま
す
か

事
例

　

言
葉
が
つ
な
ぐ
世
界
遺
産

１年

読
む
こ
と（
説
明
的
文
章
）

推
論

　

ガ
イ
ア
の
知
性

事
例
と
論
の
展
開

　

紙
の
建
築

読
み
比
べ

　

日
本
の
花
火
の
楽
し
み
／

　

水
の
山　

富
士
山

筆
者
と
の
対
話

　

学
ぶ
力

2年

吟
味

　

A
I
は
哲
学
で
き
る
か

主
張
の
よ
り
ど
こ
ろ

　

async

―
―

　

同
期
し
な
い
こ
と
／

　

問
い
か
け
る
言
葉

３年

言葉の自習室
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R7kokugo_01nen_P315_P317_学びナビ一覧_CC2021　四校

○
説
明
的
な
文
章
を
読
む
手
が
か
り
に
　
説
明
、
記
事
、
報
告
な
ど
の
多
様
な
文
章
を
読
む
と
き
に
も
生
か
そ
う
。

●
段
落
の
役
割（
Ｐ
36
）

●
問
い
と
答
え（
Ｐ
90
）

●
事
例（
Ｐ
206
）

○
１
年

●
　
段
落
の
役
割
／
自
分
の
脳
を
知
っ
て
い
ま
す
か

●
　
問
い
と
答
え
／
森
に
は
魔
法
つ
か
い
が
い
る

●
　
反
論
／
子
ど
も
の
権
利

●
　
事
例
／
言
葉
が
つ
な
ぐ
世
界
遺
産

○
２
年

●
　
読
み
比
べ
／
日
本
の
花
火
の
楽
し
み
・
水
の
山
　
富
士
山

●
　
事
例
と
論
の
展
開
／
紙
の
建
築

●
　
推
論
／
ガ
イ
ア
の
知
性

●
　
筆
者
と
の
対
話
／
学
ぶ
力

○
３
年

●
　
吟
味
／
Ａ
Ｉ
は
哲
学
で
き
る
か

●
　
主
張
の
よ
り
ど
こ
ろ
／async

・
問
い
か
け
る
言
葉

序
論

本
論

結
論

○
話
題
の
提
示

○
疑
問
（
問
題
提
起
）

○�

読
者
を
説
得
す
る
た
め

の
事
実
（
事
例
）
や
説

明
、
根
拠

○
論
の
ま
と
め

○�

筆
者
の
考
え
や
意
見
、

主
張

序
論

本
論

結
論

自
動
車
の
自
動
運
転
の
安
全

性
を
高
め
る
に
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
。（
問
い
）

人
間
の
体
温
を
感
知
で
き
た

ら
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

（
仮
説
）

実
験
を
し
た
と
こ
ろ
、
実
際

に
は
服
な
ど
に
よ
っ
て
正
確

に
計
測
で
き
な
い
。（
仮
説

の
検
証
）

体
温
だ
け
で
は
人
間
と
判
断

す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
別
の

方
法
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

（
答
え
）

○
仮
説
を
立
て
て
検
証
す
る
展
開
例

序
論

本
論

結
論

根拠
（
問
い
）

事
例（
事
実
）

（
答
え
）

　
筆
者
の
主
張
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
、

読
者
に
納
得
し
て
も
ら
う
た
め
の
工
夫
の

一
つ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
↓

○
反
論

　�

異
な
る
意
見
を
想
定
し
て
取
り
上
げ
、

そ
れ
ら
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
筆
者
の

意
見
や
考
え
方
の
適
切
さ
を
強
調
す
る

論
の
展
開
。

●
反
論（
Ｐ
176
）
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R7kokugo_02nen_P331_P333_学びナビ一覧_CC2021　三校

○
説
明
的
な
文
章
を
読
む
手
が
か
り
に
　
説
明
、
記
事
、
報
告
な
ど
の
多
様
な
文
章
を
読
む
と
き
に
も
生
か
そ
う
。

●
読
み
比
べ（
Ｐ
48
）

●
事
例
と
論
の
展
開（
Ｐ
106
）

●
推
論（
Ｐ
196
）

●
筆
者
と
の
対
話（
Ｐ
226
）

○
１
年

●
　
段
落
の
役
割
／
自
分
の
脳
を
知
っ
て
い
ま
す
か

●
　
問
い
と
答
え
／
森
に
は
魔
法
つ
か
い
が
い
る

●
　
反
論
／
子
ど
も
の
権
利

●
　
事
例
／
言
葉
が
つ
な
ぐ
世
界
遺
産

○
２
年

●
　
読
み
比
べ
／
日
本
の
花
火
の
楽
し
み
・
水
の
山
　
富
士
山

●
　
事
例
と
論
の
展
開
／
紙
の
建
築

●
　
推
論
／
ガ
イ
ア
の
知
性

●
　
筆
者
と
の
対
話
／
学
ぶ
力

○
３
年

●
　
吟
味
／
Ａ
Ｉ
は
哲
学
で
き
る
か

●
　
主
張
の
よ
り
ど
こ
ろ
／async

・
問
い
か
け
る
言
葉

・
具
体
例
の
あ
げ
方

・
論
理
の
展
開

・
表
現
の
工
夫

共
通
点
・
相
違
点

・
わ
か
り
や
す
さ

・
親
し
み
や
す
さ

・
説
得
力
　
な
ど

・
筆
者
の
立
場

・
説
明
の
意
図

・
考
え
や
主
張

な
ど
が
明
確
に
な
る

説明の仕方読み比べの観点

問
題
提
起

主
張

主
張
の
客
観
性
や
信
頼
性

具
体
的
な
事
例

事
例

事
例

事
例

　
そ
れ
ぞ
れ
の
事

例
か
ら
筆
者
が
得

た
情
報
は
何
か
。

　
筆
者
は
、
事
例

と
主
張
を
ど
の
よ

う
に
結
び
つ
け
て

い
る
か
。

……

問
い

事
例

推
論

答
え

接
続
表
現

文
末
表
現

「
…
…
な
ら
ば
、…
…
だ
ろ
う
。」

「
…
…
と
す
れ
ば
、

…
…
と
い
え
る
。」

「
た
ぶ
ん
…
…
」

「
お
そ
ら
く
…
…
」

・
根
拠
は
確
か
な
も
の
か
。

・
結
論
は
納
得
で
き
る
も
の
か
。

話
題
提
示
・
問
い

論
じ
る
内
容
の
定
義

自
分
の
知
識
や
経
験
と
結
び
つ
け
て
考
え
よ
う
。

筆
者
の
主
張
　
物
事
に
対
す
る
見
方
や
考
え
方

読
者
に
対
し
て
共

通
理
解
を
図
る
。

意
見
に
賛
成
、
賛
同
で
き
る
か
。

共
感
し
て
納
得
で
き
る
か
。

・
問
い
に
対
す
る
答
え

・
新
た
な
問
い
と
答
え

・
主
張
に
つ
な
が
る
事
例
　
な
ど

本
論

読者を説得する。
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R7kokugo_03nen_P317_P319_学びナビ一覧_CC2021　四校

○
説
明
的
な
文
章
を
読
む
手
が
か
り
に
　
説
明
、
記
事
、
報
告
な
ど
の
多
様
な
文
章
を
読
む
と
き
に
も
生
か
そ
う
。

●
吟
味（
Ｐ
76
）

●
主
張
の
よ
り
ど
こ
ろ（
Ｐ
92
）

○
１
年

●
　
段
落
の
役
割
／
自
分
の
脳
を
知
っ
て
い
ま
す
か

●
　
問
い
と
答
え
／
森
に
は
魔
法
つ
か
い
が
い
る

●
　
反
論
／
子
ど
も
の
権
利

●
　
事
例
／
言
葉
が
つ
な
ぐ
世
界
遺
産

○
２
年

●
　
読
み
比
べ
／
日
本
の
花
火
の
楽
し
み
・
水
の
山
　
富
士
山

●
　
事
例
と
論
の
展
開
／
紙
の
建
築

●
　
推
論
／
ガ
イ
ア
の
知
性

●
　
筆
者
と
の
対
話
／
学
ぶ
力

○
３
年

●
　
吟
味
／
Ａ
Ｉ
は
哲
学
で
き
る
か

●
　
主
張
の
よ
り
ど
こ
ろ
／async

・
問
い
か
け
る
言
葉

　
三
年
間
の
言
葉
の
学
び
を

振
り
返
っ
て
み
よ
う
。

●
批
判
的
に
読
む

　
・�

キ
ー
ワ
ー
ド
に
つ
い
て
、
筆
者
は
ど
う
考

え
、
自
分
は
ど
う
思
っ
て
い
る
か
。

　
・�

筆
者
の
主
張
と
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
、
自

分
は
ど
う
考
え
る
か
。

　
な
ど

○
筆
者
は
何
を
ど
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
か

　
・
筆
者
の
主
張
と
そ
の
根
拠

　
・
論
理
の
展
開
／
推
論
の
過
程

　
を
明
ら
か
に
す
る
。

○
こ
の
文
章
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
何
か

　
・
題
名

　
・�

本
文
で
繰
り
返
し
出
て
く
る
語
句
に
着
目

す
る
。

○
複
数
の
文
章
の
共
通
点
と
相
違
点

　
◇�

筆
者
の
主
張
と

そ
の
根
拠

　
◇�

筆
者
の
立
場
と

も
の
の
見
方
、

考
え
方

　
◇�

文
章
の
展
開
と

表
現
の
仕
方

　
な
ど

を
読
み
比
べ
る
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R7kokugo_03nen_P317_P319_学びナビ一覧_CC2021　四校

○
説
明
的
な
文
章
を
読
む
手
が
か
り
に
　
説
明
、
記
事
、
報
告
な
ど
の
多
様
な
文
章
を
読
む
と
き
に
も
生
か
そ
う
。

●
吟
味（
Ｐ
76
）

●
主
張
の
よ
り
ど
こ
ろ（
Ｐ
92
）

○
１
年

●
　
段
落
の
役
割
／
自
分
の
脳
を
知
っ
て
い
ま
す
か

●
　
問
い
と
答
え
／
森
に
は
魔
法
つ
か
い
が
い
る

●
　
反
論
／
子
ど
も
の
権
利

●
　
事
例
／
言
葉
が
つ
な
ぐ
世
界
遺
産

○
２
年

●
　
読
み
比
べ
／
日
本
の
花
火
の
楽
し
み
・
水
の
山
　
富
士
山

●
　
事
例
と
論
の
展
開
／
紙
の
建
築

●
　
推
論
／
ガ
イ
ア
の
知
性

●
　
筆
者
と
の
対
話
／
学
ぶ
力

○
３
年

●
　
吟
味
／
Ａ
Ｉ
は
哲
学
で
き
る
か

●
　
主
張
の
よ
り
ど
こ
ろ
／async

・
問
い
か
け
る
言
葉

　
三
年
間
の
言
葉
の
学
び
を

振
り
返
っ
て
み
よ
う
。

●
批
判
的
に
読
む

　
・�

キ
ー
ワ
ー
ド
に
つ
い
て
、
筆
者
は
ど
う
考

え
、
自
分
は
ど
う
思
っ
て
い
る
か
。

　
・�

筆
者
の
主
張
と
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
、
自

分
は
ど
う
考
え
る
か
。

　
な
ど

○
筆
者
は
何
を
ど
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
か

　
・
筆
者
の
主
張
と
そ
の
根
拠

　
・
論
理
の
展
開
／
推
論
の
過
程

　
を
明
ら
か
に
す
る
。

○
こ
の
文
章
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
何
か

　
・
題
名

　
・�

本
文
で
繰
り
返
し
出
て
く
る
語
句
に
着
目

す
る
。

○
複
数
の
文
章
の
共
通
点
と
相
違
点

　
◇�

筆
者
の
主
張
と

そ
の
根
拠

　
◇�

筆
者
の
立
場
と

も
の
の
見
方
、

考
え
方

　
◇�

文
章
の
展
開
と

表
現
の
仕
方

　
な
ど

を
読
み
比
べ
る
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R7kokugo_02nen_P331_P333_学びナビ一覧_CC2021　三校

○
説
明
的
な
文
章
を
読
む
手
が
か
り
に
　
説
明
、
記
事
、
報
告
な
ど
の
多
様
な
文
章
を
読
む
と
き
に
も
生
か
そ
う
。

●
読
み
比
べ（
Ｐ
48
）

●
事
例
と
論
の
展
開（
Ｐ
106
）

●
推
論（
Ｐ
196
）

●
筆
者
と
の
対
話（
Ｐ
226
）

○
１
年

●
　
段
落
の
役
割
／
自
分
の
脳
を
知
っ
て
い
ま
す
か

●
　
問
い
と
答
え
／
森
に
は
魔
法
つ
か
い
が
い
る

●
　
反
論
／
子
ど
も
の
権
利

●
　
事
例
／
言
葉
が
つ
な
ぐ
世
界
遺
産

○
２
年

●
　
読
み
比
べ
／
日
本
の
花
火
の
楽
し
み
・
水
の
山
　
富
士
山

●
　
事
例
と
論
の
展
開
／
紙
の
建
築

●
　
推
論
／
ガ
イ
ア
の
知
性

●
　
筆
者
と
の
対
話
／
学
ぶ
力

○
３
年

●
　
吟
味
／
Ａ
Ｉ
は
哲
学
で
き
る
か

●
　
主
張
の
よ
り
ど
こ
ろ
／async

・
問
い
か
け
る
言
葉

・
具
体
例
の
あ
げ
方

・
論
理
の
展
開

・
表
現
の
工
夫

共
通
点
・
相
違
点

・
わ
か
り
や
す
さ

・
親
し
み
や
す
さ

・
説
得
力
　
な
ど

・
筆
者
の
立
場

・
説
明
の
意
図

・
考
え
や
主
張

な
ど
が
明
確
に
な
る

説明の仕方読み比べの観点

問
題
提
起

主
張

主
張
の
客
観
性
や
信
頼
性

具
体
的
な
事
例

事
例

事
例

事
例

　
そ
れ
ぞ
れ
の
事

例
か
ら
筆
者
が
得

た
情
報
は
何
か
。

　
筆
者
は
、
事
例

と
主
張
を
ど
の
よ

う
に
結
び
つ
け
て

い
る
か
。

……

問
い

事
例

推
論

答
え

接
続
表
現

文
末
表
現

「
…
…
な
ら
ば
、…
…
だ
ろ
う
。」

「
…
…
と
す
れ
ば
、

…
…
と
い
え
る
。」

「
た
ぶ
ん
…
…
」

「
お
そ
ら
く
…
…
」

・
根
拠
は
確
か
な
も
の
か
。

・
結
論
は
納
得
で
き
る
も
の
か
。

話
題
提
示
・
問
い

論
じ
る
内
容
の
定
義

自
分
の
知
識
や
経
験
と
結
び
つ
け
て
考
え
よ
う
。

筆
者
の
主
張
　
物
事
に
対
す
る
見
方
や
考
え
方

読
者
に
対
し
て
共

通
理
解
を
図
る
。

意
見
に
賛
成
、
賛
同
で
き
る
か
。

共
感
し
て
納
得
で
き
る
か
。

・
問
い
に
対
す
る
答
え

・
新
た
な
問
い
と
答
え

・
主
張
に
つ
な
が
る
事
例
　
な
ど

本
論

読者を説得する。
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R7kokugo_02nen_P331_P333_学びナビ一覧_CC2021　三校

○
説
明
的
な
文
章
を
読
む
手
が
か
り
に
　
説
明
、
記
事
、
報
告
な
ど
の
多
様
な
文
章
を
読
む
と
き
に
も
生
か
そ
う
。

●
読
み
比
べ（
Ｐ
48
）

●
事
例
と
論
の
展
開（
Ｐ
106
）

●
推
論（
Ｐ
196
）

●
筆
者
と
の
対
話（
Ｐ
226
）

○
１
年

●
　
段
落
の
役
割
／
自
分
の
脳
を
知
っ
て
い
ま
す
か

●
　
問
い
と
答
え
／
森
に
は
魔
法
つ
か
い
が
い
る

●
　
反
論
／
子
ど
も
の
権
利

●
　
事
例
／
言
葉
が
つ
な
ぐ
世
界
遺
産

○
２
年

●
　
読
み
比
べ
／
日
本
の
花
火
の
楽
し
み
・
水
の
山
　
富
士
山

●
　
事
例
と
論
の
展
開
／
紙
の
建
築

●
　
推
論
／
ガ
イ
ア
の
知
性

●
　
筆
者
と
の
対
話
／
学
ぶ
力

○
３
年

●
　
吟
味
／
Ａ
Ｉ
は
哲
学
で
き
る
か

●
　
主
張
の
よ
り
ど
こ
ろ
／async

・
問
い
か
け
る
言
葉

・
具
体
例
の
あ
げ
方

・
論
理
の
展
開

・
表
現
の
工
夫

共
通
点
・
相
違
点

・
わ
か
り
や
す
さ

・
親
し
み
や
す
さ

・
説
得
力
　
な
ど

・
筆
者
の
立
場

・
説
明
の
意
図

・
考
え
や
主
張

な
ど
が
明
確
に
な
る

説明の仕方読み比べの観点

問
題
提
起

主
張

主
張
の
客
観
性
や
信
頼
性

具
体
的
な
事
例

事
例

事
例

事
例

　
そ
れ
ぞ
れ
の
事

例
か
ら
筆
者
が
得

た
情
報
は
何
か
。

　
筆
者
は
、
事
例

と
主
張
を
ど
の
よ

う
に
結
び
つ
け
て

い
る
か
。

……

問
い

事
例

推
論

答
え

接
続
表
現

文
末
表
現

「
…
…
な
ら
ば
、…
…
だ
ろ
う
。」

「
…
…
と
す
れ
ば
、

…
…
と
い
え
る
。」

「
た
ぶ
ん
…
…
」

「
お
そ
ら
く
…
…
」

・
根
拠
は
確
か
な
も
の
か
。

・
結
論
は
納
得
で
き
る
も
の
か
。

話
題
提
示
・
問
い

論
じ
る
内
容
の
定
義

自
分
の
知
識
や
経
験
と
結
び
つ
け
て
考
え
よ
う
。

筆
者
の
主
張
　
物
事
に
対
す
る
見
方
や
考
え
方

読
者
に
対
し
て
共

通
理
解
を
図
る
。

意
見
に
賛
成
、
賛
同
で
き
る
か
。

共
感
し
て
納
得
で
き
る
か
。

・
問
い
に
対
す
る
答
え

・
新
た
な
問
い
と
答
え

・
主
張
に
つ
な
が
る
事
例
　
な
ど

本
論

読者を説得する。
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R7kokugo_02nen_P331_P333_学びナビ一覧_CC2021　三校

○
説
明
的
な
文
章
を
読
む
手
が
か
り
に
　
説
明
、
記
事
、
報
告
な
ど
の
多
様
な
文
章
を
読
む
と
き
に
も
生
か
そ
う
。

●
読
み
比
べ（
Ｐ
48
）

●
事
例
と
論
の
展
開（
Ｐ
106
）

●
推
論（
Ｐ
196
）

●
筆
者
と
の
対
話（
Ｐ
226
）

○
１
年

●
　
段
落
の
役
割
／
自
分
の
脳
を
知
っ
て
い
ま
す
か

●
　
問
い
と
答
え
／
森
に
は
魔
法
つ
か
い
が
い
る

●
　
反
論
／
子
ど
も
の
権
利

●
　
事
例
／
言
葉
が
つ
な
ぐ
世
界
遺
産

○
２
年

●
　
読
み
比
べ
／
日
本
の
花
火
の
楽
し
み
・
水
の
山
　
富
士
山

●
　
事
例
と
論
の
展
開
／
紙
の
建
築

●
　
推
論
／
ガ
イ
ア
の
知
性

●
　
筆
者
と
の
対
話
／
学
ぶ
力

○
３
年

●
　
吟
味
／
Ａ
Ｉ
は
哲
学
で
き
る
か

●
　
主
張
の
よ
り
ど
こ
ろ
／async

・
問
い
か
け
る
言
葉

・
具
体
例
の
あ
げ
方

・
論
理
の
展
開

・
表
現
の
工
夫

共
通
点
・
相
違
点

・
わ
か
り
や
す
さ

・
親
し
み
や
す
さ

・
説
得
力
　
な
ど

・
筆
者
の
立
場

・
説
明
の
意
図

・
考
え
や
主
張

な
ど
が
明
確
に
な
る

説明の仕方読み比べの観点

問
題
提
起

主
張

主
張
の
客
観
性
や
信
頼
性

具
体
的
な
事
例

事
例

事
例

事
例

　
そ
れ
ぞ
れ
の
事

例
か
ら
筆
者
が
得

た
情
報
は
何
か
。

　
筆
者
は
、
事
例

と
主
張
を
ど
の
よ

う
に
結
び
つ
け
て

い
る
か
。

……

問
い

事
例

推
論

答
え

接
続
表
現

文
末
表
現

「
…
…
な
ら
ば
、…
…
だ
ろ
う
。」

「
…
…
と
す
れ
ば
、

…
…
と
い
え
る
。」

「
た
ぶ
ん
…
…
」

「
お
そ
ら
く
…
…
」

・
根
拠
は
確
か
な
も
の
か
。

・
結
論
は
納
得
で
き
る
も
の
か
。

話
題
提
示
・
問
い

論
じ
る
内
容
の
定
義

自
分
の
知
識
や
経
験
と
結
び
つ
け
て
考
え
よ
う
。

筆
者
の
主
張
　
物
事
に
対
す
る
見
方
や
考
え
方

読
者
に
対
し
て
共

通
理
解
を
図
る
。

意
見
に
賛
成
、
賛
同
で
き
る
か
。

共
感
し
て
納
得
で
き
る
か
。

・
問
い
に
対
す
る
答
え

・
新
た
な
問
い
と
答
え

・
主
張
に
つ
な
が
る
事
例
　
な
ど

本
論

読者を説得する。
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R7kokugo_01nen_P315_P317_学びナビ一覧_CC2021　四校

○
説
明
的
な
文
章
を
読
む
手
が
か
り
に
　
説
明
、
記
事
、
報
告
な
ど
の
多
様
な
文
章
を
読
む
と
き
に
も
生
か
そ
う
。

●
段
落
の
役
割（
Ｐ
36
）

●
問
い
と
答
え（
Ｐ
90
）

●
事
例（
Ｐ
206
）

○
１
年

●
　
段
落
の
役
割
／
自
分
の
脳
を
知
っ
て
い
ま
す
か

●
　
問
い
と
答
え
／
森
に
は
魔
法
つ
か
い
が
い
る

●
　
反
論
／
子
ど
も
の
権
利

●
　
事
例
／
言
葉
が
つ
な
ぐ
世
界
遺
産

○
２
年

●
　
読
み
比
べ
／
日
本
の
花
火
の
楽
し
み
・
水
の
山
　
富
士
山

●
　
事
例
と
論
の
展
開
／
紙
の
建
築

●
　
推
論
／
ガ
イ
ア
の
知
性

●
　
筆
者
と
の
対
話
／
学
ぶ
力

○
３
年

●
　
吟
味
／
Ａ
Ｉ
は
哲
学
で
き
る
か

●
　
主
張
の
よ
り
ど
こ
ろ
／async

・
問
い
か
け
る
言
葉

序
論

本
論

結
論

○
話
題
の
提
示

○
疑
問
（
問
題
提
起
）

○�

読
者
を
説
得
す
る
た
め

の
事
実
（
事
例
）
や
説

明
、
根
拠

○
論
の
ま
と
め

○�

筆
者
の
考
え
や
意
見
、

主
張

序
論

本
論

結
論

自
動
車
の
自
動
運
転
の
安
全

性
を
高
め
る
に
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
。（
問
い
）

人
間
の
体
温
を
感
知
で
き
た

ら
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

（
仮
説
）

実
験
を
し
た
と
こ
ろ
、
実
際

に
は
服
な
ど
に
よ
っ
て
正
確

に
計
測
で
き
な
い
。（
仮
説

の
検
証
）

体
温
だ
け
で
は
人
間
と
判
断

す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
別
の

方
法
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

（
答
え
）

○
仮
説
を
立
て
て
検
証
す
る
展
開
例

序
論

本
論

結
論

根拠
（
問
い
）

事
例（
事
実
）

（
答
え
）

　
筆
者
の
主
張
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
、

読
者
に
納
得
し
て
も
ら
う
た
め
の
工
夫
の

一
つ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
↓

○
反
論

　�

異
な
る
意
見
を
想
定
し
て
取
り
上
げ
、

そ
れ
ら
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
筆
者
の

意
見
や
考
え
方
の
適
切
さ
を
強
調
す
る

論
の
展
開
。

●
反
論（
Ｐ
176
）

R7kokugo_01nen_P315_P317_学びナビ一覧_CC2021.indd   317R7kokugo_01nen_P315_P317_学びナビ一覧_CC2021.indd   317 2024/02/26   15:03:032024/02/26   15:03:03

言葉の自習室

317

R7kokugo_01nen_P315_P317_学びナビ一覧_CC2021　四校

○
説
明
的
な
文
章
を
読
む
手
が
か
り
に
　
説
明
、
記
事
、
報
告
な
ど
の
多
様
な
文
章
を
読
む
と
き
に
も
生
か
そ
う
。

●
段
落
の
役
割（
Ｐ
36
）

●
問
い
と
答
え（
Ｐ
90
）

●
事
例（
Ｐ
206
）

○
１
年

●
　
段
落
の
役
割
／
自
分
の
脳
を
知
っ
て
い
ま
す
か

●
　
問
い
と
答
え
／
森
に
は
魔
法
つ
か
い
が
い
る

●
　
反
論
／
子
ど
も
の
権
利

●
　
事
例
／
言
葉
が
つ
な
ぐ
世
界
遺
産

○
２
年

●
　
読
み
比
べ
／
日
本
の
花
火
の
楽
し
み
・
水
の
山
　
富
士
山

●
　
事
例
と
論
の
展
開
／
紙
の
建
築

●
　
推
論
／
ガ
イ
ア
の
知
性

●
　
筆
者
と
の
対
話
／
学
ぶ
力

○
３
年

●
　
吟
味
／
Ａ
Ｉ
は
哲
学
で
き
る
か

●
　
主
張
の
よ
り
ど
こ
ろ
／async

・
問
い
か
け
る
言
葉

序
論

本
論

結
論

○
話
題
の
提
示

○
疑
問
（
問
題
提
起
）

○�

読
者
を
説
得
す
る
た
め

の
事
実
（
事
例
）
や
説

明
、
根
拠

○
論
の
ま
と
め

○�

筆
者
の
考
え
や
意
見
、

主
張

序
論

本
論

結
論

自
動
車
の
自
動
運
転
の
安
全

性
を
高
め
る
に
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
。（
問
い
）

人
間
の
体
温
を
感
知
で
き
た

ら
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

（
仮
説
）

実
験
を
し
た
と
こ
ろ
、
実
際

に
は
服
な
ど
に
よ
っ
て
正
確

に
計
測
で
き
な
い
。（
仮
説

の
検
証
）

体
温
だ
け
で
は
人
間
と
判
断

す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
別
の

方
法
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

（
答
え
）

○
仮
説
を
立
て
て
検
証
す
る
展
開
例

序
論

本
論

結
論

根拠
（
問
い
）

事
例（
事
実
）

（
答
え
）

　
筆
者
の
主
張
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
、

読
者
に
納
得
し
て
も
ら
う
た
め
の
工
夫
の

一
つ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
↓

○
反
論

　�

異
な
る
意
見
を
想
定
し
て
取
り
上
げ
、

そ
れ
ら
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
筆
者
の

意
見
や
考
え
方
の
適
切
さ
を
強
調
す
る

論
の
展
開
。

●
反
論（
Ｐ
176
）
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R7kokugo_01nen_P315_P317_学びナビ一覧_CC2021　四校

○
説
明
的
な
文
章
を
読
む
手
が
か
り
に
　
説
明
、
記
事
、
報
告
な
ど
の
多
様
な
文
章
を
読
む
と
き
に
も
生
か
そ
う
。

●
段
落
の
役
割（
Ｐ
36
）

●
問
い
と
答
え（
Ｐ
90
）

●
事
例（
Ｐ
206
）

○
１
年

●
　
段
落
の
役
割
／
自
分
の
脳
を
知
っ
て
い
ま
す
か

●
　
問
い
と
答
え
／
森
に
は
魔
法
つ
か
い
が
い
る

●
　
反
論
／
子
ど
も
の
権
利

●
　
事
例
／
言
葉
が
つ
な
ぐ
世
界
遺
産

○
２
年

●
　
読
み
比
べ
／
日
本
の
花
火
の
楽
し
み
・
水
の
山
　
富
士
山

●
　
事
例
と
論
の
展
開
／
紙
の
建
築

●
　
推
論
／
ガ
イ
ア
の
知
性

●
　
筆
者
と
の
対
話
／
学
ぶ
力

○
３
年

●
　
吟
味
／
Ａ
Ｉ
は
哲
学
で
き
る
か

●
　
主
張
の
よ
り
ど
こ
ろ
／async

・
問
い
か
け
る
言
葉

序
論

本
論

結
論

○
話
題
の
提
示

○
疑
問
（
問
題
提
起
）

○�

読
者
を
説
得
す
る
た
め

の
事
実
（
事
例
）
や
説

明
、
根
拠

○
論
の
ま
と
め

○�

筆
者
の
考
え
や
意
見
、

主
張

序
論

本
論

結
論

自
動
車
の
自
動
運
転
の
安
全

性
を
高
め
る
に
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
。（
問
い
）

人
間
の
体
温
を
感
知
で
き
た

ら
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

（
仮
説
）

実
験
を
し
た
と
こ
ろ
、
実
際

に
は
服
な
ど
に
よ
っ
て
正
確

に
計
測
で
き
な
い
。（
仮
説

の
検
証
）

体
温
だ
け
で
は
人
間
と
判
断

す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
別
の

方
法
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

（
答
え
）

○
仮
説
を
立
て
て
検
証
す
る
展
開
例

序
論

本
論

結
論

根拠
（
問
い
）

事
例（
事
実
）

（
答
え
）

　
筆
者
の
主
張
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
、

読
者
に
納
得
し
て
も
ら
う
た
め
の
工
夫
の

一
つ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
↓

○
反
論

　�

異
な
る
意
見
を
想
定
し
て
取
り
上
げ
、

そ
れ
ら
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
筆
者
の

意
見
や
考
え
方
の
適
切
さ
を
強
調
す
る

論
の
展
開
。

●
反
論（
Ｐ
176
）
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学び
ナビ

「
読
む
こ
と
」
の
「
学
び
ナ
ビ
」
を
一
覧
に
ま
と
め
ま
し
た
。

「
学
び
ナ
ビ
」
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
本
冊
Ｐ
12
・
13
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。


